
愛知医療学院短期大学
公開講座事務局

お問い合わせ

aichi@yuai.ac.jpE-mail
月曜日 ～ 土曜日　9：00～16：30
（祝日を除く）

FAX 052 - 400 - 6413
052 - 409 - 3311TEL

・
・
・

◦他人の言う事が理解できない
◦ロレツが回らない
◦言葉がでない

◦力があるのに、立てない、
歩けない

◦フラフラする

◦片方の手足・顔半分のマヒ
しびれが起きる

脳卒中になられた患者様の多くが、

「あの時気をつけておれば…」
と後悔の言葉を述べられます。
また、脳卒中のリハビリの目途がつくと、次はいかに再発を予防するかがポイントになります。
このどちらもが皆さん良くご存じのメタボリック・シンドロームと深い関係があります。
こわーい脳卒中をメタボリック・シンドロームと関連づけて考えてみましょう。

平成 23年11月13日 ㊐ 10：00～11：00日 時

場 所 愛知医療学院短期大学
城北キャンパス４F講堂〈清須市一場519〉
※お車でのご来場はご遠慮ください。

講 師 愛知医療学院短期大学教授
リハビリテーション専門医　整形外科専門医� 万歳　登茂子

昨年踏み出した大きな一歩。

この一歩を大切に育み、一人ひとりが
大きく成長することで、大きく飛躍し、
進歩できる「愛・医療祭」を目指します。

模擬店等様々な企画を用意し、皆様の
お越しを楽しみにお待ちしております。

― 10：00～16：00 ―

2011年 メインテーマ

愛知医療学院短期大学

愛・医療祭

「一歩を進歩に」

同 日 開 催

お気軽にご参加ください 
※申込不要

参加費

無料

これらの
症状は

脳梗塞の
前ぶれか

もしれま
せん。

学校法人佑愛学園

愛知医療学院短期大学
後援：清須市

こわーい
 脳卒中

　 －あな
たならどう

する？－


